
疑いと

確実な自我

疑問

「確実に知れることって何？」

「今自分は起きている？夢？」

徹底的な疑いの末

絶対に疑えない事実を発見

⇒ 「我思う、ゆえに我あり」

神による

真理保証

神の存在証明 人間の認識を信頼できるはずだ

神は善良で人を欺かない

認識能力は信頼できる

⇒ 物質世界も実在する

物質の存在を認める
私たちの感覚経験を

最も合理的に説明できる

心身二元論

人間は二つの

実体から成る

②空間を占めるもの（物体・身体）

①思考するもの（精神・心）

両者は根本的に異なるが、人間の中では密接に結びつく

二元論から導かれる人間観

近代科学の基礎を築く

一方で問題も残す


